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長寿企業の事業承継における理論的研究 
―先行研究からの含意と課題，研究展望―
 落合康裕
Theoretical Studies in Business Succession of Japanese 
Well-established Companies 
： Challenges and Implications from Previous Research, 
and Research Outlook
 Yasuhiro Ochiai
Abstract
The purpose of this paper is to explore the dynamism of successorʼs innovative behavior through 
the succession process in Japanese well-established company by theoretical analysis. This paper re-
viewed some major research themes, for example, challenges of current management, challenges of 
successor, intergenerational comparison, succession process, environment and context. And then, 
challenges and implications from previous research are revealed. While many implications from the 
previous study are also present, the missing link by differentiation development has been pointed 
out that family entrepreneurship research to focus on innovative behavior and business succession 
research in the family business. Finally, research prospects for the empirical research are made in 
the future.
要旨
本稿は，長寿企業の事業承継の問題に対して，承継者による承継プロセスを通じた能動
的行動のダイナミズムの解明という研究課題をかかげ，理論的に考察しようとするもので
ある。最初に，現経営者の課題，承継者の課題，世代間比較，承継プロセス，環境・コン
テクストと事業承継の関係などの主要論点に沿ってファミリービジネスの事業承継研究に
ついての体系化がなされる。次に，研究課題に沿って，先行研究からの含意と課題が明ら
かにされる。先行研究レビューの結果，研究蓄積があり先行研究からの含意も存在する一
方，ファミリービジネスにおける事業承継研究と能動的行動に焦点を当てるファミリー・
アントレプレナーシップ研究の分化的発展による陥弊が指摘されている。最後に，先行研
究における陥弊を踏まえ，今後の実証研究に向けた研究展望がなされる。
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Ⅰ　研究の目的
日本には，創業₁₀₀年以上の長寿企業が約₂₅︐₀₀₀社以上存在するとされる（横澤編，　
₂₀₁₂）。日本は，国内に存在する長寿企業数としては世界一であり，長寿企業大国ともい
われる所以である。長寿企業とは，数世代にわたり事業承継 ₁ されてきた企業である。加
えて，横澤編（₂₀₁₂）によると，たんに世代から世代へと事業承継されるだけではなく，
核として変化しない伝統の継承とともに，時代に合わせた革新を常に行なうことが長期的
な存続の秘訣であるとされる。長寿企業の事業承継は，駅伝経営という概念で説明される
（前川編，₂₀₁₁）。事業承継プロセスを通じて，承継者 ₂ は先代世代から託されたタスキ
を受け取り，区間責任を担う者として時代に応じた企業家的革新に繋がる能動的行動 ₃ が
求められている。故に長寿企業の事業承継とは，承継者による承継プロセスを通じた能動
的行動のダイナミズムが内在された営為であるといえるだろう。この承継者による事業承
継を通じた伝統と革新のダイナミズムの解明という研究課題を究明することは，長寿企業
の存続性を解き明かす梃となるかもしれない。一方，日本の長寿企業の事業承継研究は，
豊富な研究資源を有するにもかかわらず，欧米の研究と比較すると必ずしも多いとはいえ
ない。その意味では，日本の長寿企業の事業承継の現象に対して，研究蓄積の多い欧米の
事業承継研究との関連的な議論を通じて，本格的な実証研究がなされることが喫緊の課題
であるといえるだろう。
本稿の位置づけは，実証研究 ₄ における準備的な研究である。従って，事業承継にかか
わる国内外の研究の体系的な整理を行ない，先行研究における含意と課題を明らかにした
うえで，今後の実証研究に向けた論点の整理と展望を行なうことが本稿の目的である。
Ⅱ　ファミリービジネスとしての長寿企業と事業承継
日本の長寿企業は，その殆どがファミリービジネスであるという（Yokozawa ＆ Goto, 
₂₀₀₄）。ファミリービジネス研究によると，事業承継は最大の課題であるとされた（Handler，
₁₉₉₄）。欧米の研究を中心に多くの研究の蓄積がなされてきた領域である。本節では，最
初にファミリービジネスの定義を確認し，なぜ事業承継が重要な課題として認識されてき
たのかを確認しておくことにしよう。
₁ 　標準的なファミリービジネスの事業承継の定義は，オーナー経営者からファミリーメンバーもしくは非ファミリーメンバー（専門経営者）への経営
権の承継とされる（Beckhard ＆ Burke, ₁₉₈₃）。
₂ 　本稿での承継者とは，事業承継上の後継者，次期経営者という意味で使用されている。
₃ 　Miller（₁₉₈₃）が詳しい。本稿では，企業家的革新の発露としての行動を能動的行動と定義し，表記も統一する。
₄ 　本研究では，平成₂₄年 ₁ 月より創業₁₀₀年以上の企業（本稿では，長寿企業という表記で統一する）に対して調査依頼が開始され，その後，福島県，
東京都，神奈川県，静岡県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県に所在する計₁₅社が調査対象として選定された。現在も調査は進行中であるが，本研究
の進捗過程における成果は，順次，落合（₂₀₁₃），落合（₂₀₁₄a），落合（₂₀₁₄b），落合（₂₀₁₄c），落合（₂₀₁₄d）として纏められ公表されている。
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ファミリービジネス ₅ とは，スリー・サイクル・モデルで示される。ファミリー，ビジ
ネス，オーナーシップという三つのサブシステムが有機的に絡み合いながら営まれる経営
主体である（Gersick et al．， ₁₉₉₇）。そのため，非ファミリー企業と異なり，サブシステム
間の様々な利害関係の調整が必要とされる複雑な経営主体である（Gersick et al．， ₁₉₉₇；
武井，₂₀₁₀）。他方，ファミリービジネスでは経営上の複雑さが存在する反面，創業者世
代からの蓄積された資産，ファミリーの価値観，目標，企業の歴史などの関係から（Ward，
₁₉₈₇），継続性に強い意向をもつ経営主体でもある（Miller ＆ LeBreton-Miller，₂₀₀₅）。フ
ァミリービジネスは，長期的な経営に加え，将来に向けての存続性や継承性の観点から世
代を超えた視野が内在されることにより（Zellweger，₂₀₁₂），夢を追い続ける情熱を持つ
経営主体とされる（Miller ＆ Le Breton-Miller，₂₀₀₅）。将来に向けての存続性や継承性の
観点から，事業承継がファミリービジネスにおける重要な課題として認識されてきた。次
節では，承継者による承継プロセスを通じた能動的行動のダイナミズムの課題を探訪する
にあたり，ファミリービジネスの事業承継研究の系譜を辿りどのような議論が展開されて
きたのかを確認しておくことにしよう。
Ⅲ　 ファミリービジネスの事業承継研究の体系化
ファミリービジネスの事業承継研究 ₆ は，現経営者が果たす役割と課題から始まり，次
世代に関心が拡大した後，両者ならびに利害関係者との関係性に焦点が移行してきた（後
藤，₂₀₁₂）。その後，経営戦略研究や企業家研究の領域からファミリービジネス研究と関
連する研究がなされ始め，ファミリービジネスを取り巻く環境やコンテクストとの関係か
ら事業承継研究に関心が高まってきた（落合，₂₀₁₄b）。以下，主要研究について，現経営
者の課題，承継者の課題，世代間比較，承継プロセス，環境・コンテクストという研究テ
ーマに分けて体系的レビューを行なう。
１ 　現経営者の課題
当初，従来の承継プロセスにおける現経営者の研究対象は，創業経営者の旺盛な起業家
精神の側面に焦点が当てられた（Kets de Vries，₁₉₈₅）。創業経営者は事業を自ら作り上げ
た建造物として認識するあまりに承継者に承継することを躊躇う傾向があり，事業承継に
あたっての現経営者の態度や意識について関心が向けられた。創業経営者は自らが育んで
きた事業だからこそ自分自身と事業を一体として認識してしまい，事業の成長に自分自身
の成長を見出してしまう性質が示されている（Levinson，₁₉₇₁）。さらに，創業経営者は，
₅ 　ファミリーが同一時期あるいは異なった時点において役員または株主のうち ₂ 名以上を占める企業と定義され，全企業数の ₉ 割を超えるとされてい
る（後藤編，₂₀₁₂）。
₆ 　古くは Christensen（₁₉₅₃）の研究に遡る。
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事業承継後も自分の影響力を維持できるような承継者を選抜する傾向がある（Levinson， 
₁₉₇₁）。つまり，創業経営者は承継後も自分の影響力を維持し続ける目的から，自分の意
向をくんでくれるような承継者を選んでしまいがちである（Hall， ₁₉₈₆）。そのため，創業
経営者とは，内部昇進や外部招聘による承継者選抜と比較し，ファミリービジネスの経営
者が親族を承継者に選ぶ場合には専門的な能力を欠く可能性が指摘される（後藤編， ₂₀₁₂）。
創業経営者による人事には，恣意生が入りやすいといえるだろう。このように，偉大な事
業の創造者として大きな影響力を持つが故に，創業経営者の不死性や絶対性について議論
されてきた。創業経営者の不死性（Kets de Vries， ₁₉₉₅）や絶対性の雰囲気の蔓延は，結
果として問題のある事業承継に繋がることが明らかにされている（Danco， ₁₉₈₀； Sonnen-
feld， ₁₉₈₇）。
その後，承継を躊躇する傾向にある創業経営者がいかに承継者に権力委譲していくのか
という問題に関心が集まる（Barnes ＆ Herson，₁₉₇₆； Danco， ₁₉₈₀）。特に，創業経営者の
キャリア終盤期において，引退へのプレッシャーが生じることが示され（Handler， ₁₉₉₄），
経営者の権力委譲や引退に関係する議論がなされた（Sonnenfeld， ₁₉₈₇， ₁₉₈₈； Handler ＆ 
Kram， ₁₉₈₈； Lansberg， ₁₉₈₈）。Lansberg（₁₉₈₈）は，創業経営者は経営から離れることを
恐れると指摘する。事業経営からの引退は，創業経営者にとりファミリーでの影響力を自
ら引き下げることを意味する。創業経営者は，在任中に自分の存在が事業経営にとり不可
欠であると思い込みがちである（Gersick et al．， ₁₉₉₇）。そして自身の社会的使命の消失が，
権力委譲や引退への障害となる（Sonnenfeld， ₁₉₈₈； Gersick et al．， ₁₉₉₇）。創業経営者は，
事業と自分を同一視するあまりに，事業経営から身を引くことは自らのアイデンティティ
ーを喪失させることに繋がる。自分自身と事業との一体性の認識や引退への恐れなど事業
承継の阻害要因が複合的に引退時期に差し掛かった創業経営者に襲いかかることが，円滑
な事業承継を妨げる原因となることが明らかにされている（Handler ＆ Kram， ₁₉₈₈）。
他方，日本の場合，長寿企業の事業承継研究を中心として，企業や事業は決して経営者
自身のものではないとする議論がなされてきた（足立， ₁₉₇₄）。承継者は「のれん」を受
け継ぎ，守り，子孫にこれを伝えていかねばならないリレーランナーとしての重い責任が
あるとされる（足立， ₁₉₉₃； 前川編， ₂₀₁₁）。つまり，経営者としての当主よりも事業の存
続性が重視されてきたことが，日本の事業承継研究の特徴の一つであるといえるだろう。
近年の欧米の研究でも，当初の創業経営者による事業承継の難しさの議論から，ファミ
リービジネスでの共通の夢を託す意味での承継者への事業承継に関心が向けられている
（Gersick et al．， ₁₉₉₇； Lansberg， ₁₉₉₉）。その他，現経営者が承継者への権力委譲の類型
化を図る研究（Aronoff et al．， ₂₀₁₂），承継者への承継過程もしくは承継後の現経営者の関
与にかんする研究がなされ始めている（Cadieux， ₂₀₀₇）。
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２ 　承継者の課題
事業承継における承継者の研究については，当初，他のファミリーメンバーを含め一括
りに扱われていた（Handler， ₁₉₉₄）。その後，承継者の選抜や訓練を含む事業承継の準備
の重要性が指摘されるようになり（Danco， ₁₉₈₀； Schein， ₁₉₈₅； Ward， ₁₉₈₇），他のファ
ミリーメンバーと峻別して承継者の問題として議論されている。先述の通り，ファミリー
ビジネスにおける共通の夢を託す意味での承継者への事業承継に関心が向けられるように
なってきた（Gersick et al．， ₁₉₉₇； Lansberg， ₁₉₉₉）。
当初の研究では，事業承継に向けての承継者の態度や意識に焦点が当てられた（Birley， 
₁₉₈₆）。Gersick et al.（₁₉₉₇）によると，ファミリービジネスの承継者とは潜在的なジレン
マを持つ存在であるという。それは，親世代に組み込まれた世界でいかに自律的存在にな
るかという課題である。例えば，長子相続制度のもと約束された承継者の場合，自分が特
別な人間であるという甘美な感覚を承継者にもたらすと同時に，周囲から大いなる業績が
要求される存在であるとされる（Gersick et al．， ₁₉₉₇）。Handler（₁₉₉₂）は，事業承継にお
ける承継者に要請される要因として個人的なニーズの充足や個人的影響力の発揮と共に，
周囲との関係性の側面を指摘している。関係性の側面とは，世代間の相互理解，兄弟など
関係者からの受容，組織コミットメントである。承継者に求められるのは，個人的影響力
の発揮だけではない。周囲との関係性を通じて承継者は自らの独自性や影響力を発揮する
ことに繋がる。Chrisman et al．（₁₉₉₈）によると，承継者に求められる要素とは誠実性と
組織コミットメントであるという。特に，組織コミットメントについては，承継者自身の
ファミリービジネスでのキャリア充足行動に繋がるだけではなく，自律的な経営行動に影
響を与えるという（Sharma ＆ Irving， ₂₀₀₅）。
承継者の意識や態度と共に，入社後の適応や社会化の議論もなされている。Barach et 
al．（₁₉₈₈）では，承継者の入社形態を区分してその特徴を議論している。新卒入社では，
早期からの従業員との親密性確保という積極的側面が存在する一方，仕事上の経験や学習
などの環境的制約という消極的側面が存在する（Barach et al．，₁₉₈₈）。他方，外部経験後
の入社では，承継者の外部経験が従業員からの信頼に繋がる積極的側面が存在する一方
（Barach et al．，₁₉₈₈； Kets de Vries， ₁₉₉₅），外部経験に基づく行動が組織内部での衝突に
繋がるなど消極的側面も示されている（Barach et al．，₁₉₈₈）。加えて Barach et al．（₁₉₈₈）
は，承継者の入社後の適応プロセスを示した。承継者は，組織文化に応じた思考様式を受
け入れ周囲からの支持を獲得し，信頼を獲得していく。そして，将来の承継者としての地
位を周囲に認めさせる段階，つまり正統性の獲得を経て事業の承継者になる。Barach et 
al．（₁₉₈₈）の研究からの知見は二点である。一つ目が，承継者がファミリービジネスへ
入社するにあたり，たんに外部経験を積むことが良いのではなく，新卒入社或いは外部経
験後の入社が組織に与える影響を積極的意味と消極的意味に峻別して議論していることで
ある。二つ目が，承継者の入社後の社会化のプロセスを関係者との相互作用の中で獲得す
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べきもの（例えば，正統性の獲得など）を示していることである。承継者の社会化につい
ては，その過程として承継者の選抜という問題も含まれる。承継者選抜の正の側面は早い
昇進があげられ，承継者自身が気概を示す機会を早く得られる（Kets de Vries， ₁₉₉₅）。他方，
負の側面としては，承継者が古株社員を昇進上追い越す際に恨みが生じる可能性（Barach 
et al．， ₁₉₈₈），並びに身内びいきが選抜上の参照の基礎となる可能性が示されている（Ger-
sick et al．， ₁₉₉₇； 後藤編， ₂₀₁₂）。その他，Harvey ＆ Evans（₁₉₉₄）は，承継プロセスの状
況によっては組織を分裂させることになると指摘したうえで，承継者の入社タイミングの
調整の重要性を指摘する。Harvey ＆ Evans（₁₉₉₄）の研究上の特徴は，承継者のファミリ
ー・ライフサイクル ₇ とキャリア・ライフサイクル ₈ を，組織ライフサイクル ₉ に重ねて多
元的に分析していることである。Harvey ＆ Evans（₁₉₉₄）は，ファミリーメンバーを入社
させる場合，個人のライフサイクルだけではなく創業期もしくは安定成長期など組織のラ
イフサイクルを含めた複合的な検討が必要であると主張する。
承継者の経験や教育の研究も行なわれてきた。Foster（₁₉₉₅）は，CCL₁₀の調査をもとに，
リーダーシップ開発の要素を検討している。承継者には，学び，成長し，挑戦するうえで，
適正な仕事上の環境整備が必要である（Foster， ₁₉₉₅）。Foster（₁₉₉₅）の指摘からは，二
つの重要な視点があげられる。一つ目が，承継者に対する仕事上の挑戦的環境の提供であ
る。特に，久保田典（₂₀₁₁）は承継前の新たなプロジェクト遂行が承継者の能力形成のう
えで有効であるという。二つ目が，仕事上の挑戦できる環境整備とともに，承継者が自ら
仕事から離れてのコースワークや独習の必要性である（Foster， ₁₉₉₅）。併せて，承継者教
育では現経営者や経営幹部との恊働による徒弟制度も重要とされる（Miller ＆ Le Bret-
on-Miller， ₂₀₀₅）。徒弟制度では，承継者のキャリアパスの設定，幅広い職務ローテーシ
ョンや訓練とともに，経営幹部クラスのメンターからのフィードバックが常に行なわれる
（Danco， ₁₉₈₀； Steier， ₂₀₀₁； Miller ＆ Le Breton-Miller， ₂₀₀₅）。加えて，徒弟制度とは現
経営者が承継者を仕込むだけではなく，現経営者自身もまた若い相手から学ぶという相互
関係が内在されている（Miller ＆ Le Breton-Miller， ₂₀₀₅）。その他，承継者が身に付けて
おくべき内容についても議論されている。事業承継など変化の際には，承継者には多様な
利害関係者との関係性と組織内部のプロセスの理解が必要であるとされている（Rouvinez 
＆ Ward， ₂₀₀₅； Royer et al．， ₂₀₀₈）。
承継者の経験や教育における日本の研究では，中小企業研究を中心に第二創業の視点か
ら議論がなされてきた。三井編（₂₀₀₂）では，次世代経営者の能力形成と世代交代の関係
を分析している。世代交代の準備状況（計画的もしくは偶発的）と承継者の能力形成の場
₇ 　独身，既婚，既婚・子ども有，既婚・成人の子ども有，既婚・子ども独立，遺族に区分。
₈ 　大学卒業，実務的熟練，地位・権力獲得，業界的熟練，財務的自立，引退に区分。
₉ 　設立期，中期，後期に区分。
₁₀　Center for Creative Leadership の略。
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（社内もしくは社外）として，自社内修業型，他社武者修行型，社内経験者型，未経験ぶ
っつけ本番型という ₄ つの類型を示し，その積極的意味と消極的意味を議論している。そ
のうえで，特に逆境が大胆な転換のイニシャルキックとなり承継者には自立と挑戦のステ
ップとなっているという（三井編， ₂₀₀₂）。その他，八木（₂₀₁₂）は，承継時において承
継者が内省を深める経験がリーダーとしての有効性を高める上で重要であることを指摘す
る。
３ 　世代間比較
世代間比較の研究においては，最初に創業経営者と二代目以降の経営者の経営スタイル
の違いについての関心が寄せられた。創業経営者の特徴は父親温情経営主義であり，二代
目以降の世代は専門経営主義であるとされ（Dyer， ₁₉₈₈），ファミリービジネスの二代目
以降の世代は専門的経営形態を利用する傾向にあることが示されている（Schein， ₁₉₈₃）。
Sonfield ＆ Lussier（₂₀₀₄）では，創業者世代と二代目・三代目世代との比較研究をした。
特徴としては，創業者世代は二代目以降の世代よりも事業経営にあたり株式発行や負債に
よる資金調達を行なう割合が高いことが示されている。
４ 　承継プロセス
現経営者に始まり，次世代に関心が拡大した後，両者ならびに利害関係者との関係性に
焦点が移行してきた（後藤， ₂₀₁₂）。関係性の議論では，組織内部の関係者との関係性に
始まり，承継の段階モデル，世代間の相互作用的展開，社会関係資本の移転などのテーマ
に関心が寄せられてきた。
組織内部の利害関係者との関係性については，現経営者と承継者を取り巻く他のファミ
リーメンバーと経営幹部たちが主な対象とされる（Barnes ＆ Hershon， ₁₉₇₆； Barach ＆ 
Ganitsky， ₁₉₉₅）。Dumas（₁₉₉₀）は，事業承継におけるジェンダー問題を取り上げ，承継
者としての娘の存在を認識し，女性特有の潜在能力の高さを評価したうえで将来に向けて
重要な訓練を施す必要があることを指摘している。また，兄弟との関係性については，兄
弟が各々の職責を全うすれば両親との絆からくる両親への依存心を乗り越えていく時に，
互いの影響力が最も効果的に発揮されるという（Swagger， ₁₉₉₁）。Friedman（₁₉₉₁）では，
兄弟間で相互にライバル心を持つ場合，ファミリービジネスの破壊原因になるという。
Friedman（₁₉₉₁）は，たんに兄弟間の対立の負の側面の危険性を示しているのではない。
Friedman 研究の特徴は，承継者への影響力の移行プロセスにおいて，対立を適切に調整
して正の側面への転換を図ることの重要性を説いていることである。従来研究によると，
事業承継上の対立は負の側面が強調され，その回避を中心に議論がなされてきたが（Dan-
co， ₁₉₈₀），最近，対立の正の側面への転換を指摘する研究もなされている（Friedman， ₁₉₉₁； 
後藤， ₂₀₁₂）。また，Davis ＆ Tagiuri（₁₉₈₉）は，父親と息子の共同就業における年齢段階
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ごとの関係性について議論している。将来の事業承継を見据えた上で世代間の最も調和的
な年齢の組み合わせとしては，父親が₅₁～₆₀歳のときに息子が₂₃～₃₃歳の場合が，比較的
調和的であるという。また，父親が₄₁～₅₀歳のときに息子が₁₇～₂₂歳の場合，並びに父親
が₆₁～₇₀歳のときに息子が₃₄～₄₀歳の場合は，比較的問題ありとしている。
次に，事業承継の段階モデルの議論がなされてきた。世代間の承継段階モデルや相互作
用的展開とは，一過性の出来事ではなくプロセスもしくはその相互の関係性である（Chur-
chill and Hatten， ₁₉₈₇； Handler， ₁₉₉₀； Longenecker and Schoen， ₁₉₇₈）。承継プロセスにお
ける世代間の重なり合いを通じて（Churchill and Hatten， ₁₉₈₇），ファミリービジネスの承
継者は将来の経営者となる。故に，承継プロセスには，承継者の育成，現経営者と承継者
の経営上の恊働，世代交代などの段階が含まれる（Churchill and Hatten， ₁₉₈₇）。そして，
世代間の関係性が承継計画や承継者教育に影響を与える（Lansberg ＆ Astrachan， ₁₉₉₄）。
ちなみに，ファミリービジネスでの承継者教育には関係性アプローチが重視されるが，非
ファミリービジネスでは職務性アプローチが重視されることが明らかにされている（Fie-
gener et al．， ₁₉₉₄）。
Longenecker ＆ Schoen（₁₉₇₈）は，承継者のファミリービジネスにおける組織社会化の
プロセスを提示している。具体的には，就業前段階，部分的就業段階，就業開始段階，承
継者の入社後の職能段階，上級職能段階，世代交代後の承継導入段階，承継成熟段階の七
段階である。Longenecker ＆ Schoen（₁₉₇₈）の貢献は，事業承継における承継者の社会化
プロセスの具体的内容と課題，世代交代に向けた承継者の社会化プロセスの時間的変化を
示したことである。
また，承継プロセスについては，世代間の重なり合いの視点から（Churchill and Hatten， 
₁₉₈₇），現経営者と承継者の相互の役割を概念化することができる（Handler， ₁₉₉₄）。
Churchill ＆ Hatten（₁₉₈₇）は，事業承継における現経営者と承継者の役割の発展プロセス
について論じている。Churchill ＆ Hatten（₁₉₈₇）では，具体的に役割の発展プロセスを四
段階に区分している。第一段階とはオーナー経営者が事業を支配単独する段階である。第
二段階が訓練育成の段階とされ，子弟がファミリービジネスに入社し事業経営の経験を積
んで学ぶ段階である。第三段階が世代間でのパートナーシップの段階とされ，オーナー経
営者と承継者が事業経営で恊働関係を築く段階である。第四段階が影響力の移行段階とさ
れ，突然或いは計画的に，承継者へ経営上の影響力や責任を移行する段階である。Chur-
chill ＆ Hatten（₁₉₈₇）は，その後の承継プロセス研究の基礎を築いたといえるだろう。
Handler（₁₉₉₀）は，Churchill ＆ Hatten の研究における段階モデルに加えて，現経営者と
承継者の相互作用的展開の機能を追加している。つまり，承継者は自分の能力を現経営者
に示して次の段階の役割に移行し，現経営者は承継者から示された能力を評価して承継者
に権力委譲を行なう（Handler， ₁₉₉₄）。承継者が能力を蓄積しているにもかかわらず，現
経営者が承継者に新たな役割を担わせない，反対に，承継者の能力が未熟であるにもかか
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わらず，現経営者が承継者に経営上の役割を担わせる場合には，役割調整上の問題が生じ
る。加えて，Handler 研究からは，現経営者が承継者の能力蓄積に応じて権力委譲すると
いう承継者への自律的側面の提供が内在されていることがうかがえる。その後のCater ＆．
Justis（₂₀₀₉）は，Churchill ＆ Hatten（₁₉₈₇）をベースに経営者と承継者の承継プロセス
において，前半が承継者による知識取得の段階，後半が承継者によるリスクテイキングの
段階を示した。特に，リスクテイキングの段階は，承継者の能動的行動との関係での議論
がなされている。具体的には，Longenecker ＆ Schoen（₁₉₇₈）の第六段階と第七段階，
Churchill ＆ Hatten（₁₉₈₇）の第三段階などの世代交代期の段階，また Handler（₁₉₉₀）の
承継者への権力委譲の段階に該当する。この段階では，承継者の企業家行動などに繋がる
進取的な取組みを促す意味からも（落合， ₂₀₁₃），経営上の自律性が与えられることが重
要である（Goldberg ＆ Wooldrigde， ₁₉₉₃）。
欧米研究では，世代間の承継段階モデルや相互作用的展開の議論が中心であったが，日
本の老舗研究では承継プロセスにおける第三者的立場としての番頭の役割に関心が向けら
れた。事業承継では，番頭による世代交代のつなぎ役が重要になる。事業承継において，
父派と息子派の対立，複数の承継者争いがおこる場合，つなぎ役，黒子役を務める番頭が
必要となる（前川編， ₂₀₁₁）。また，番頭は承継者が組織内外で将来の経営者としての正
統性の獲得（Barach et al．， ₁₉₈₈）が不十分な場合に，承継者の後ろ盾をする存在である（青
野， ₂₀₁₁）。
最後に，組織プロセスの研究においては，承継の段階モデルや世代間の相互作用的展開
など承継プロセスの他に，承継される内容の研究として，社会関係資本の移転などの議論
がなされている。Steier（₂₀₀₁）は，通常移転が困難な社会関係資本の概念から事業承継
の説明を試みている。承継者が現経営者の取引先や関係団体などの外部ネットワークに参
入する時に，或いは社内の主要な事業部門や職能部門を順次経験する時に，現経営者の適
切なメンタリングが承継者の組織内外における社会関係資本の拡大に影響する可能性が示
されている（Steier， ₂₀₀₁）。
５ 　環境・コンテクストと事業承継
環境・コンテクストとの相互作用の議論については，環境・コンテクストから影響を受
ける承継プロセスの議論と環境・コンテクストに働きかける承継プロセスの議論とに分け
ることができる。承継プロセスに影響を与える要因としては，競争構造や規制などの産業
コンテクスト，並びに，文化，社会規範，倫理，宗教，法規制など社会コンテクストが存
在する（Le Breton-Miller et al．， ₂₀₀₄₁₁）。
₁₁　Le Breton-Miller et al.（₂₀₀₄）では，事業承継に伴う環境的要因として，経営戦略や組織構造などのファミリービジネス・コンテクストと，ファミリ
ーメンバーの影響力などのファミリー・コンテクストを指摘している。
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環境・コンテクストに働きかける承継プロセスの研究としては，ファミリービジネスに
おける社内企業家，並びに世代交代と経営革新などに関するものがある（Poza， ₁₉₈₈）。
ファミリービジネスの経営者が社内企業家を育むことは，ファミリービジネスの存続，収
益性，成長にとり重要なものである（Poza， ₁₉₈₈； Salvato， ₂₀₀₄； Kellermanns ＆ Ed-
dleston， ₂₀₀₆）。Kellermanns ＆ Eddleston（₂₀₀₆）によると，ファミリービジネスでの企業
家志向に影響を与える要因として，世代間による関わり合い，変革への意思，技術的機会
を認識する能力₁₂を指摘している。世代間による関わり合いには，現経営者から承継者へ
の承継プロセスにおける相互作用的展開を含み，承継者による本業内新事業の実践など企
業家志向に影響を与える。Jaffe ＆ Lane（₂₀₀₄）は，後継世代における事業の活性化や再
創業が必要であるとしている。ここからは，後継世代による時代背景に応じた事業革新が，
数世代にわたり事業承継がなされる要素であることが示唆される。久保田章（₂₀₁₁）によ
ると，中小企業の世代交代と経営革新の関係においては，時代や経営環境の変化の要因が
大きいという。厳しい経営環境に直面した後継経営者が，将来に対する危機感を持ち，企
業の生き残りをかけて経営革新に取組んできた（久保田章， ₂₀₁₀）。久保田章（₂₀₁₁）か
らの知見は，事業承継において生じる経営革新とは環境からの影響を受けやすいというこ
とである。これは，先述の Le Breton ‐ Miller et al．（₂₀₀₄）が指摘するように事業承継自
体が産業コンテクストなどに組み込まれた事象であるという主張に符合する。
併せて，先述の社内企業家研究の発展的議論として，世代を超えた企業家活動という概
念が示されている（Zellweger et al．， ₂₀₁₂）。Zellweger et al．（₂₀₁₂）では，相互依存的，
安定的，伝統的などの側面をもつファミリー志向性に加え，革新性，進取性，リスク志向
性などの企業家志向性との相互作用がファミリービジネスの経営成果に影響を与え世代を
超えた価値創造に繋がるとして，長寿性に繋がる可能性を示唆している。Zellweger et al．
（₂₀₁₂）の貢献は，ファミリービジネスが当代の経営者のためではなく次世代の為に事業
活動における変化や成長を育もうとする側面を指摘したことである。Zellweger et al．（₂₀₁₂）
の研究が，経営者としての当主よりも事業の永続が重視されてきた日本の事業承継研究と
符合する部分が多いことは興味深い。
₁₂　企業家活動とは環境変化が情報の不調和や差異を創り出す時に生み出される為に，それゆえ環境変化により創出される機会を認識し探索する能力が
ファミリービジネスにおける企業家志向に重要であるとしている（Kellermanns & Eddleston, ₂₀₀₆）。
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図 １ 　ファミリービジネスの事業承継研究の体系化
環境・コンテクスト（地域，文化，制度，産業，外部利害関係者など）
⇔
（出所）筆者作成
世代間比較
・経営スタイルの相違
現経営者の課題
・態度や意識
・権力委譲と引退
・承継前後の関与
・　・　・
（先代世代）
承継者の課題
・態度や意識
・適応と社会化
・経験と教育
承継プロセス
・内部利害関係者との関係性
・承継の段階モデル
・世代間の役割調整（相互作用的展開）
・社会関係資本や知識の移転
・社内企業家
・世代交代と経営革新
・世代を超えた企業家活動（世代間の連鎖性）
Ⅳ　 先行研究からの含意
本節では，前節での先行研究の体系化を踏まえ，承継者による承継プロセスを通じた能
動的行動のダイナミズムの解明という研究課題から，先行研究からの含意について検討し
ておくことにしよう。
第一の含意としては，事業承継における段階にかかわる議論である。ここでは承継者の
事業承継に向けた発展段階が存在することが示された。事業承継に段階が存在する観点か
らは，二つの発展的議論がなされることに繋がった。一つ目が，承継者の社会化もしくは
現経営者と承継者の関係性における時間的変化が示されたことである。承継者の社会化や
現経営者と承継者の関係性の時間的変化が示されることで，段階の進展に応じた経営上の
自律性確保の程度について検討する視点を提供してくれている。さらには，承継者の正統
性の獲得について検討する視点を提供してくれる可能性がある。二つ目が，事業承継にお
ける時間的変化のそのプロセスの中に，承継者の育成，現経営者と承継者の恊働，バトン
タッチ（世代交代）が内在されていることである。本稿が着眼する承継プロセスと承継者
の能動的行動との関係を考察する時に，先代経営者や現経営者が承継プロセスにおいて承
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継者に対する態度や行動についての示唆を与えてくれる。
第二の含意としては，世代間の役割調整にかかわる議論である。世代間の役割調整とは，
先述の承継プロセスにおける段階モデルを更に発展させた議論である。承継プロセスにお
ける世代間の役割調整が存在する観点からは，二つの発展的議論がなされることに繋がっ
た。一つ目が，承継者は自分の能力を現経営者に示して次の段階の役割に進み，現経営者
は承継者により示された能力を評価し承継者に次の段階に進むことを承認することが示さ
れたことである。ここからは，事業承継の段階モデルで現経営者と承継者の関係性の段階
的進展が示されたものの，その段階的進展を促す要因については明示されていなかった。
他方で，世代間の役割調整モデルでは，現経営者と承継者の相互作用的展開の態様を検討
する視点を提供してくれているといえるだろう。二つ目が，承継プロセスとは，承継者が
自律性を発揮していくプロセスでもあり，現経営者は将来の事業承継に向けて承継者に権
限を委譲していくプロセスでもあることが示されたことである。特に，ファミリービジネ
スの場合，現経営者は親と経営者という二つの顔を持たざるをえず，承継者も子どもとし
ての顔と経営者候補としての顔を持つ。世代間の承継プロセスにおいてファミリーの関係
と仕事世界の関係が交錯する中で，現経営者と承継者が相互の役割調整を通じて自律性や
制約性を調整₁₃しているといえるかもしれない。
第三の含意としては，ファミリービジネス内部，並びにファミリービジネス外部の関係
性の構築にかかわる議論である。先述の事業承継の段階モデルや役割調整モデルの場合，
研究の焦点が世代間の関係性の形態または相互作用が中心であった。外部環境や組織内部
の関係性の構築にかかわる議論からは，二つの発展的議論がなされることに繋がった。一
つ目が，承継者の能動的行動に影響を与える要因として，現経営者との関係性のみに限ら
ないことを示したことである。承継者の能動的行動とは，組織内部での承継プロセスから
影響を受けるだけではなく，競争業者や取引先などの外部環境からの影響も受ける。事業
承継プロセスが現経営者から承継者への経営承継として組織内部の事象として捉えるので
はなく，承継者が外部環境との接触関係を通じて承継者の能動的行動に発現する視点であ
る。従来，事業承継を考察するうえで組織の内部プロセスのみに照射しがちであったが，
承継プロセスを通じて承継者が外的環境の影響を受け異質な視点を取込んでいく視点が示
されていることである。加えて，承継者が独自性の強い行動をおこそうとする場合など，
組織内部との接触関係からの影響と外部環境との接触関係との調整を図るという側面を考
察する視点を提供してくれている。二つ目が，外部の利害関係者や内部の従業員との新し
い関係性を構築していくプロセスを，現経営者の適切な後見が果たす役割を指摘してくれ
ている点である。
₁₃　ファミリービジネスの承継者とは , 将来の承継者として生得的地位を保有するが故に上司や同僚に配慮する必要がなく自律的である（加護野，
₂₀₀₈）。他方，親世代のもとでは自分らしさを発揮しづらく（Gersick et al., ₁₉₉₇），承継当初は実績がないために周囲に認められないという制約的な立
場でもある。このファミリービジネスの承継者の特有の状況は、制約と自律のジレンマと呼ばれる（落合 , ₂₀₁₄b; ₂₀₁₄c）。
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Ⅴ　先行研究における課題
他方，研究課題に対する先行研究上の課題も存在する。それは，ファミリービジネスの
事業承継研究とファミリー・アントレプレナーシップ研究の分化的発展による陥弊にかか
わるものである。事業承継と承継者の能動的行動という視点が別々に研究されてきたため
に事業承継と承継者の能動的行動の両者をつなぐ統合的な議論がなされておらず，両者の
関係やその関係が何を生み出すのかという論点からの議論については，全般的な先行研究
において見過ごされてきた。以下，主要項目に沿って総括しておくことにしよう。
第一に，従来の事業承継における現経営者の役割の研究では，研究の対象が企業家精神
旺盛な創業経営者に焦点が当てられてきた点である。創業経営者であるが故に事業を自ら
が築き上げた巨大建造物として認識するあまりに，次世代への事業承継というよりも，事
業承継の躊躇や権力委譲や引退のしにくさなど創業経営者自身に関わる議論が中心になっ
てしまったと考えられる。他方，日本の長寿企業研究においても経営者としての当主より
も事業の永続が重視されてきた結果，家訓や家憲，事業システムなどに研究の関心が主に
向けられてきた。その意味では，欧米研究における創業経営者のパーソナリティに事業承
継が影響されるのではなく，家訓や家憲など経営者に影響を与える要因つまり先代世代か
ら承継されてきた伝統的な要素が議論されてきた点は参考とする部分が多い。他方，従来
の長寿企業研究においては，現経営者と承継者との関係性や関係性が生み出すダイナミク
スに関心が向けられてこなかった。
第二に，承継者の意識と態度，承継者の適応と社会化，承継者の経験と教育など，承継
者の課題に関わる研究では承継者という一人称を対象とするテーマが議論されてきた点で
ある。とりわけ承継者の適応，社会化，経験の蓄積にかかわる研究については，承継者が
ファミリービジネスに入社してからの時間軸の視点から捉えるものであり，現経営者世代
と承継者との承継プロセスに着眼する上で示唆的な視点をもたらした。他方，研究の中心
が一人称としての承継者の議論が大半であったため，本稿が着眼する先代世代との関係性
を通じた承継者の行動に関わる議論は見過ごされてきた。理由としては，初期のファミリ
ービジネス研究において身内びいきやネポティズムの問題が議論されてきたことから，親
世代との関係性の中で承継者を議論するというよりも，承継者自身のパーソナリティや能
力形成に関心が向けられてきたものと考えられる。加えて，承継者が事業承継を通じて，
どのような行動を生み出すのか。またその行動とは，現経営者や現経営者世代との関係性
を通じて，どのような影響をもたらすのかの課題は見落とされてきた。
第三に，承継プロセスの研究では，世代間の相互作用的展開の研究など本稿が着眼する
テーマの一つが議論されてきたが，現経営者と承継者の役割の調整や権限の移行の議論が
中心であり，世代間の関係性を通じた現経営者の行動と承継者の能動的行動の関係の課題
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は見過ごされてきた点である。これは，世代間の相互作用にかかわる先行研究の調査対象
が，現経営者のみ，もしくは承継者のみの片側の側面からの研究がほとんどであるからか
もしれない。第一に，単純に両世代へのアクセスが難しいことであることが考えられる。
第二に，日本の当主襲名制度など予め承継者が特定されているケースを除き，欧米のファ
ミリービジネスでは，兄弟姉妹間や親族間において承継者の選抜の問題があり，承継者と
して一定期間特定することが困難であるという理由が考えられる。承継プロセスの研究で
は，本研究が着眼する世代間の相互作用的展開が議論されていながら，世代間の相互作用
的展開を通じて承継者の能動的行動はどのように出現するのか，またその承継者の能動的
行動は何を生み出すかの議論については，見落とされてきた課題である。
Ⅵ　 実証研究に向けた研究展望
本節では，先行研究上の含意と課題を踏まえ，今後の実証研究上の展望をはかることに
しよう。本稿では，承継者による事業承継を通じた能動的行動のダイナミズムの解明とい
う研究課題を探訪するにあたり，二つの分析視角が有力であると考えている。
一つ目の分析視角が，Hisrich ＆ Peters（₁₉₈₉），Wickham（₁₉₉₈）並びに金井編（₂₀₀₂）
が提示する企業家活動の要件とプロセスの枠組みを承継プロセスにおける承継者の行動に
適用することである。ファミリー・アントレプレナーシップ研究では，ファミリービジネ
スにおける社内企業家の議論がなされてきた。しかし，従来のファミリービジネスの社内
企業家の議論は，社内企業家自身の変革への意思や環境コンテクストにおける機会認識の
態様にかかわる議論が中心であった。承継プロセスを通じて，承継者は自身の事業ドメイ
ンをどのように再定義するのか，親世代からどのような資源を依存しているのか，先行研
究では事業承継における企業家活動プロセスの立ち上がりとその後の経過などについては
明確な知見の提示がなされていない。先代世代が関与する事業承継プロセスと，承継者に
よる能動的行動の生成プロセスにかかわる論点は見落とされてきたといえるだろう。この
二つの論点の結節点としての企業家研究において議論されてきた企業家活動の要件とプロ
セスという視点から，長寿企業の事業承継のプロセスが深く掘り下げられる可能性がある。
本分析視角により，慣習等の伝統の継承が求められる状況において，承継者による能動的
行動の生成プロセス並びに先代世代との資源の依存関係などを浮き彫りにし，承継プロセ
スをより動態的に捉えられることに繋がるであろう。
二つ目の分析視角が，世代間における行動の連鎖性によるものである。事業承継のプロ
セスでは，承継者による理念や慣習などの伝統承継に応じた保守的行動と承継者の独自性
発揮としての能動的行動が内在されている。先行研究では，保守的行動と能動的行動とは
対極的な意味合いで議論されることが多かった。一方，伝統の継承を重んじることが多い
長寿企業における承継者の能動的行動とは，多くが長年築き上げられてきた既存の事業ド
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メインや取引関係を含む事業システムを否定するような行動ではない。むしろ，時代や環
境の変化に応じた保守的行動における小さな変化がいわば逓増的に蓄積されてきた結果
が，能動的行動として顕在化しているとも捉えられる。承継者は先代世代の経営実践の参
照しつつ，時代や状況に応じて変えるものと変えざるものを峻別しながら（横澤編， ₂₀₁₂），
自らの独自性を累積的に付加しているといえるだろう。また，承継プロセスにおける先代
世代による承継者への関与についても，先代世代自身の経験が連鎖して生かされている可
能性がある。本分析視角を通じて，数世代にわたる事業承継を通じた世代間による行動の
連鎖性の観点から，承継者の能動的行動の成り立ちを経年的に捉えることができるだろう。
Ⅶ　結語
本稿の成果としては，大きく分けて三つである。一つ目は，国内外のファミリービジネ
スの事業承継研究をについて総合的なレビューを行い，先行研究の系譜を辿り体系化を行
なった。二つ目には，先行研究の体系化に基づき，承継者による承継プロセスを通じた能
動的行動のダイナミズムの解明という実証研究に繋がる研究課題をかかげ，先行研究の含
意と課題を明確にしたことである。研究蓄積があり先行研究からの含意も存在する一方，
ファミリービジネスにおける事業承継研究と能動的行動に焦点を当てるファミリー・アン
トレプレナーシップが分化的発展による陥弊を指摘した。三つ目には，今後の実証研究に
向けての論点と方向性を提示したことである。ファミリービジネスの事業承継研究におい
て蓄積された含意に，企業家研究からの含意が持ち込まれることで，日本の長寿企業の事
業承継の実態を更に動態的かつ実践的に捉えることができる可能性がある。今後の実証研
究の更なる進展に向けて，本稿からの含意を活用することとしたい。
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